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概要 
 
	 転写因子 Sox9は HMG boxファミリーに属し、様々な組織分化におい
て重要な遺伝子の発現調節を行なっている。HMG box は DNA 結合ドメ
インであり、HMG boxの結合はそのゲノム領域のベンディングを引き起
こすことが知られている。このような活性は核内における転写領域場を

形成に関与すると考えられ、このことからも HMG boxの DNAへの結合
調節はゲノムのクロマチン構造変換とその転写システムを理解するうえ

で重要である。これまで Sox9の転写機構については研究がなされてきて
いるが、Sox9 の DNA 結合の調節機構は未だ多くが明らかになっていな
い。我々はリコンビナント Sox9 を用いたアフィニティー精製を行ない、
核抽出液から Sox9に強く結合する約 130kDaの蛋白質の精製に成功し、
この因子が Sox9の DNA結合を調節していることを明らかにしてきた。
本セミナーでは転写因子の細胞内動態と DNA 結合調節の観点から最近
の結果を紹介したい。 
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